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I．目的
　乳幼児期における言葉の発達は著しく、幼稚
園教育要領及び保育所保育指針において、領域
の一つとして「言葉」が設けられていることに
も明らかなように、保育においても子どもの言
葉の育ちを援助することが大切な内容であると
位置づけられている。
　これまで、保育及びその近接分野における乳
幼児期の言葉に関する実証的な研究としては、
大久保 1）、岡本 2）にみられるように、子どもの
言葉の発達的変容に焦点をあてたものが主で
あった。また、正高 3）、麻生 4）ら、言葉が言葉
として成立していく初期に焦点が当てられてい
るものが多い傾向にもあった。最近では、個々
の子どもに焦点をあてるだけでなく、集団保育
場面において、子ども同士の対話がどのように
なされ変容していくかを明らかにしようとする
取り組みなどもなされている5）。淀川 6）は、保
育所で過ごす２-３歳児同士が食事場面で、様々
な事物や自分の経験等についてどのように伝え
合っているか、発話の応答性に着目し、その特
徴がどのように変化するかを明らかにしてい
る。淀川によれば、時期を経るにつれ、複数の
出来事について互いに関連づけながら応答し伝
え合うようになっており、これは幼児同士の二
者間の対話分析や、親子の二者間対話分析では
見られなかったとのことである。また、食事場
面における集団での対話では、必ずしも一人が
話し続ける必要はなく、複数名により対話が維
持されるため、より多くの対象児が互いの応答
を引き出し合いながら、対話を楽しむ姿が見ら
れるようになったとのことである。
　このように子どもの言葉の発達的変容に焦点
が当てられてきた一方で、保育者が、子どもの
言葉の力の育ちをどうとらえ、どのようなこと
を大切にした援助を行っているか等に焦点を当
てた研究はあまりなされてきていない現状にあ
る。子どもの言葉と援助の関係についてとりあ
げた数少ないものの一つとしては、保育者とし
ての立場から、子どもの言葉を育む働きかけの
可能性としての「空間」に着目した横山 7）の
取り組みがあげられる。横山は、３歳児以上の
実践場面をとりあげ、保育者が子どもの「主観
的な空間」を理解し、それを変える働きかけを
することにより、言葉の背景も変わり、言葉が
豊かに生まれる可能性をひらくと述べている。
＊　新潟県立大学人間生活学部　Faculty of Human Life Studies, University of Niigata Prefecture
＊＊ 新潟県立大学国際地域学部  Faculty of International Studies and Regional Development, University of Niigata 
Prefecture
− 54 −
人間生活学研究　第5号　2014
他には、絵本の環境 8）や、入園年齢クラスの
保育者が読み聞かせの間にどのような動作や発
話をしているのか、また、保育者の言動がどの
ように幼児の発話に影響しているのかを検討し
ている研究 9）がみられるが、いずれも限定さ
れた場面での保育者の環境構成や援助となって
いる。
　そこで、保育者が子どもの言葉の力の育ちに
ついてどのようにとらえ、またどのような援助
を意図しているのか、まずは保育者への半構造
化面接の手法を用いて探索的な調査を行った。
本稿においては、その面接調査のうち、「言葉
の力」を保育者がどのようにとらえているかに
ついて検討考察を行うことを目的とする。
II．方法
調査方法：午前中に保育参観をおこない、午後
から面接調査をおこなった。面接は原則的に１
人あたり１時間程度とした。レコーダーとメモ
を用いて記録した。録音については、面接の開
始時点で研究内容と録音内容についての取り扱
いについて説明を行い、対象者の許可を得てお
こなった。
調査時期：2013 年６月～９月
面接対象：新潟県内の保育施設（幼稚園及び保
育所）４園において、３歳児～５歳児のクラス
担任をしている保育者 13 名と、施設長ないし
は主任４名（経験年数レンジ：３～ 40 年）で
ある。
質問項目：幾つかの質問項目を記載した面接ガ
イド用紙を面接者２人が手元におき、面接を実
施した。質問項目は、「言葉の力から想起され
ること」「子どもの話すことと聞くことの育ち
について」「言葉の力が子ども達の生活に与え
る影響」「言葉の力の育ちのために意識してい
ること、あるいは意識した活動」「子どもの年
齢によって期待している力に違いはあるか、あ
るとすればどのような姿か」といった内容であ
る。これらの質問を、面接者の状況や回答に応
じて順序を入れ替えるなど半構造化面接をおこ
なった。方向性を保ちつつも、面接者の語りに
沿って情報を得ることが、今回の探索的な取り
組みにおいては必要と考えたからである。本稿
においては、言葉の力から想起されることの回
答を主にとりあげて検討することとする。
III．結果と考察
1.「言葉の力」から想起される内容
　分析にあたっては、面接の逐語録を作成し、
意味の単位ごとにセグメントとして切り出し、
各セグメントに定性的コード（以下コード）を
つけた。コードごとにセグメントの内容を読み
返し、コード間の差異を明らかにしながら、必
要な箇所はコードの再割当てをおこなった。さ
らに、内容の関連が深いコードをカテゴリーと
してまとめた結果、「言葉の力」から想起され
る内容については、「コミュニケーション」「言
葉以前に大切なこと」「言葉のもつ力」の３つ
カテゴリーに分類することができた。各カテゴ
リーについての言及者数を表１に示す。
（１）コミュニケーション
１）意思や気持ちを伝える
　「気持ちを伝える」「思いを伝える」といった
ように、“伝える”という側面に力点をおいた
言及が 15 名にみられた。語りの内容は以下の
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 そこで、保育者が子どもの言葉の力の育ちに
ついてどのようにとらえ、またどのような援助
を意図しているのか、まずは保育者への半構造
化面接の手法を用いて探索的な調査を行った。
本稿においては、その面接調査のうち、「言葉
の力」を保育者がどのようにとらえているかに
ついて検討考察を行うことを目的とする。 
 
II. 方法 
調査方法：午前中に保育参観をおこない、午後
から面接調査をおこなった。面接は原則的に 1
人あたり 1時間程度とした。レコーダーとメモ
を用いて記録した。録音については、面接の開
始時点で研究内容と録音内容についての取り
扱いについて説明を行い、対象者の許可を得て
おこなった。 
調査時期：2013年 6 月〜9月 
面接対象：新潟県内の保育施設（幼稚園及び保
育所）4 園において、3 歳児〜5歳児のクラス担
任をしている保育者 13 名と、施設長ないしは
主任 4名（経験年数レンジ：3〜40年）である。 
質問項目：幾つかの質問項目を記載した面接ガ
イド用紙を面接者 2 人が手元におき、面接を実
施した。質問項目は、「言葉の力から想起され
ること」「子どもの話すことと聞くことの育ち
について」「言葉の力が子ども達の生活に与え
る影響」「言葉の力の育ちのために意識してい
ること、あるいは意識した活動」「子どもの年
齢によって期待している力に違いはあるか、あ
るとすればどのような姿か」といった内容であ
る。これらの質問を、面接者の状況や回答に応
じて順序を入れ替えるなど半構造化面接をお
こなった。方向性を保ちつつも、面接者の語り
に沿って情報を得ることが、今回の探索的な取
り組みにおいては必要と考えたからである。本
稿においては、言葉の力から想起されることへ
の回答を主にとりあげて検討することとする。 
 
III. 結果と考察 
1.「言葉の力」から想起される内容 
 分析にあ っては、面接の逐語録を作成し、
意味の単位ごとにセグメントとして切り出し、
各セグメントに定性的コード（以下コード）を
つけた。コードごとにセグメントの内容を読み
返し、コード間の差異を明らかにしながら、必
要な箇所はコードの再割当てをおこなった。さ
らに、内容の関連が深いコードをカテゴリーと
してまとめた結果、「言葉の力」から想起され
る内容については、「 ミュニケーション」「言
葉以前に大切なこと」「言葉のもつ力」の 3 つ
カテゴリーに分類することができた。各カテゴ
リーについての言及者数を表 1 に示す。 
 
(1) コミュニケーション 
 
1) 意思や気持ちを伝える 
 「気持ちを伝える」「思いを伝える」といっ
たように、“伝える”という側面に力点をおい
た言及が 15 名にみられた。語りの内容は以下
のようなものであった。（語られた内容例を以
下に示すが、語りによくみられる同じ言葉の繰
り返しなど分かりにくくなると思われる場合
は、発言の一部を簡略化している。）
 
表 1  「言葉の力」から想起される内容 
数者及言 ）ドーコ（ ）ーリゴテカ（
コミュニケーション 
51 るえ伝をち持気や思意
言葉をやりとりし心を通わせる 13
5 す表をち持気
言葉以前に大切なことがある 
6 感定安・感心安
3 験経なまざまさ
言葉のもつ力 
4 さき大の力つもの葉言
言葉では表しきれていない 1
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ようなものであった。（語られた内容例を以下
に示すが、語りによくみられる同じ言葉の繰り
返しなど分かりにくくなると思われる場合は、
発言の一部を簡略化している。） 
　言葉の力って聞くと、自分の思いを相手に
伝えるとか、自分の思いを、気持ちを出すと
か、そういうコミュニケーションとかに使う
ものかなと思って。言葉の力がついてきたと
か、そういう切り方をすると、この子は自分
の思いを伝えられてるのかなとか、そういう
ふうなことを感じます。
　友達とか、大人の人に、自分の思いをどれ
だけ伝えられるかというか、分かってもらい
たくて発する言葉っていうイメージが。自分
が出したい思いとか、伝えたいことを、いか
に表に表すのかっていうイメージがあります。
　気持ちとつながっているものかなというふ
うに思ってます。今、この子たちもまだ幼くっ
て。要求とか、やめてほしいこととかが言え
なくて。「ねえねえ」って怒ったり「うん」で
終わってしまう。どうしてほしいのとか、そ
の先をもっとこう出していってほしいんです
けど。こっちの思いとしては、「ねえねえ」じゃ
分からないんだよ。その先「一緒に遊ぼう」
とか、そういうのを言えるようになってほし
いなって思ってるので。うん、こういう自分
の気持ちを上手に表すための、その道具じゃ
ないですけど。　ま、言葉って。こう。大事
なのかなって。うん。
　このように、子どもが自分の思いを言葉にし
て伝えようとする、あるいは言葉で伝えられて
いるかといったところへの着目である。これら
の保育者のとらえは、その先に「お互いに伝わ
り合う、会話する」「コミュニケーションがと
れる」といった双方向性をもつ子どもの姿が思
い描かれており、その一歩としての「自分の意
思や思いを伝える」という意味合いをもってい
るように感じられた。それが顕著に伝わってく
るのが以下の例である。
　やっぱ子どもたちなりに自分の気持ちって
ありますよね。だから、その自分の思ってる
気持ちを言える、相手に伝えるっていうこと
で、すっごく大事なことだと思うんです。そ
れで、３歳児は、なかなかそれができないから、
自分が嫌なことがあれば、別な方法で自分の
気持ちを伝えてしまうことがある。悪いこと
にしても。なんだけど、４歳５歳になってきて、
やっぱり自分の思ってることを相手に伝わっ
て、相手のお友達がそれに、また一緒にお話
をできるっていうことが、すごく会話を楽し
んでいる様子が、年齢を追うごとに、すごく
こっちにも伝わってくる。子どもたち同士で、
すっごく自由に楽しい、食事のときでもそう
だけど、もうケラケラ笑いながら話してる姿
を見ると、やっぱり言葉の力って、すごく人
間の中で、とっても大きなもので、やっぱり
自分の気持ちを相手に伝えるっていうことは、
とても大事なことだなっていうふうに思いま
す。
２）言葉をやりとりし心を通わせる
　言葉をやりとりし、伝え合うことで「心を通
わせる」「関係が築かれていく」といった“双
方向性”を意識した言及が 13 名にみられた。
以下のような語りである。
　言葉はやはりあの心を通わせるとても大事
な道具というかね。ものですよね。だと思っ
ているので、あの言葉なしでは人間の気持ち
は伝わらないかなと。まあジェスチャーとか
それはあるかもしれないけども、やっぱ言葉
あることでよりよく言葉のコミュニケーショ
ン図れて相手が気持ちが分かるというところ
かな。
　集団生活ですよね。なので、言葉っていう
のが、まず、人と関わる、基本になるかなっ
て思うんです。３歳児なんかは、泣いて、泣
いたりとか、怒ったりとか、笑ったりってい
うのも、自分が表したい言葉の裏返しとして、
そういう表現方法ではきますけれども、４歳、
５歳と年齢を重ねるごとに、言葉によること
で、やっぱり人とうまく関わったりとか、思
い通りにならないことも伝えたりとかってい
う、ことができますので、言葉があることに
よって人と関われるって思っています。
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　気持ち。　気持ちを伝えること。うん。自
分の気持ちを伝えて、相手の気持ちを分かる
とか、そういう意味の気持ち。お互いの気持
ちが伝わるっていうのは、目と目を合わせて、
どんな表情で言ってるのかっていうのが分か
る。だから、聞くときにはそういうふうな、
目と目を合わせながら聞く。話すときも目と
目を合わせながら聞くっていうことですよね。
　「気持ち」と「言葉」が強く関連づけられ、
気持ちを言葉で表現し、それがお互いに伝わり
合い、わかりあえるといった点への着目である。
また、気持ちを言葉で表現するようになってほ
しいといった保育者の思いが強くあることも窺
えた。
３）気持ちを表す（言葉で表現し伝えようとす
る気持ちを引き出す）
　 「言葉で伝える」ようになる以前の姿への着
目であり、それも言葉の力へとつながるものと
意識して大切に援助していきたいとの視点で
あった。
　伝えるという意識が薄くても、自分の気持ち
や思いを言葉で表現するところも言葉の力と考
えて大切にしていきたいとの内容や、気持ちが
共有されている状況に言葉を添えていくこと
で、言葉で表現し伝えようとする気持ちを引き
出すような援助について語られていた。
　パッと出る言葉というか、トンボ見て、「あ、
トンボだ」とか今日も言ったりしてたんです
けど、そういうパッと出る言葉っていうのを
ドンドン拾ってあげたいかなって思ってて。
なので、伝えようとすることも大事だけど、
そこまではあんまり望んでないって言ったら
おかしいですけど、高いところまで望まない
かなって思って、いつも３歳とはいます。（中
略）３歳は、どっちかといえば、相手に伝え
ようと思わなくてもいいから、出してほしい
というか、こっちが聞く側に回って回って、
聞いて聞いてっていうふうに、言いながら話
してもらったりするといいかなと思ってて。
　話すほうも、心動いてというか、聞いてほ
しいとか、見てほしいとか、一緒にやりたい
とか、そういう心動いて、多分最初は、まだ、
３歳とか言葉にならないと思うんですけど、
それをまず先生が、言葉を合わせてあげて、「や
りたいんだねー」とか、合わせながら、だん
だん、そういうの気付いて、自分から話した
いみたいになって、自分の言葉を獲得しなが
ら、表したいみたいな、そういう気持ちの動
きみたいなのも、大切にしたいかな。そうい
うのが入ってるかなと思います。
　この先生だったら、僕がちょっとぐらいわ
がまま言っても大丈夫とか、僕が困ってるこ
と言っても大丈夫、うれしいこと言っても大
丈夫、だから僕は表したいなって思って、そ
れが、最初は言葉ってなかなか出てこなくっ
て、ほんとに最初は表情とか。こっち（保育者）
がどれだけ敏感に感じ取って、そうだね、「う
れしいねー」とか、言葉で返してったときに、
その子の中で、だんだんだんだんと、距離も
縮まっていって。最初は距離が空いてたのが、
今度は私の隣に来てニコってするようになっ
て、次に「先生これ楽しいね」とか、「うれし
いね」って、言葉で今度出てくるようになっ
たりとか。何だか、段階がやっぱりあるのか
なーと思って、私は見ています。
　“伝達”の意識がまだ子どもの育ちに出てき
ていなくとも、子どもの中から思わず出てきた
「つぶやき」を大切にし、それに共感していく
言葉を保育者から投げ返していくことで、伝わ
ることの嬉しさを体験したり、お互いに気持ち
が通い合っている状況に言葉での表現をのせて
いくことで、より気持ちが伝わり合う楽しさの
体験することが言葉の力につながるとのとらえ
があることが窺えた。
（２）言葉以前に大切なことがある
　１）安心感・安定感
　既に前述の保育者の語りの中にもでてきてい
るが、園生活においてはまず、その園という場
で子どもが安心感や安定感をもてるようになる
ことが重要であり、そうした中で自分を表現し
はじめ、そこに言葉での表現（話すということ）
もでてくるとのとらえである。
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　表すには、確かに自然に自分から出てくる
のもあるんですけど、どうしてもそこに今度、
自分を出せるかどうかっていうところが出て
くるんです。この幼稚園てところで、安心し
て、私にも安心をしてくれて。（中略）その言
葉の力を持つにも、根底にはやっぱり、自分
のことを大好きでいてくれる人たちもいっぱ
い居て、安心して自分のことを出せるんだよっ
て。怒ってるのも、気に入らないことも、う
れしいことも、楽しいことも。それはたまに、
ときにはやりすぎて叱られることもあるけれ
ど、でも、ギューっと自分が出せないような
環境にはないんだよって。そういう子たちは、
少しずついろんな経験を踏んで自信も持ちま
すし、自信を持ってくると、言葉の力ももち
ろん吸収するんですよ。
　やっぱり、人に愛されているっていう、思
いが存分にあるっていうことが３歳の土台だ
と思うんです。いわゆる安定っていう。それ
が言葉にもつながって。入園期はほんとに、
そこに居るだけで、どうしたの？みたいな感
じで。初めてのクラス、（初めての）担任です
から。それを私たちが、いかにこの人（子）
に受け入れてもらうかっていう、私たちはあ
なたを守るよっていうところを、分かってく
れるような、雰囲気醸し出さなきゃ駄目です
ので。「どうしたの？」、「どうしたいの？」っ
ていきますけど、そのときは泣いてても、指
さしても、「あ、そうなんだね。お水飲みたい
んだね」って（こちらが汲み取って）「うん」
て頷ければもうそれで十分、ていうところで
す。
　２）様々な経験
　子どもは、伝えたいことがあれば、伝えよう、
話そうとするようになるとのとらえである。そ
の「伝えたいと思うこと」に出会わせていく援
助が大切であるとの意識が感じられた。
　見つけたこととかを言ってほしいなってと
きには、−今日みたいに、ちゃんとトンボ、
こうやって寄ってって、あ、止まったとか−、
何かいろんなものに出合わせてあげたいなっ
ていうのは思ってます。お花だったりとか、
やっぱり、自然に出て、自然のものを見つけ
ると、全然関わりない友達なのに、ね、これ
見てとか、いうのがよくあるなーって自分も
感じるので、そういうところは大事にしてあ
げたいなーって思ってるので。できるだけ、
ほんとに外出たりして。（中略）いろんなもの
見ると、やっぱり言葉も変わってくるかなっ
て思って。何か見つけたものを、ただ、見つ
けて、「あ」とか言ってるだけじゃなくて、い
ろいろいっぱい言葉にすることを春からも重
ねているので、どうしても伝えたくなるなと
か、思う。あ、今、言いたいんだなっていう
ところも見られるので、やっぱりそれってい
ろいろ経験積むことが大切なのかなって思っ
てます。
　３歳のこの子たちにとって、言葉の力って
のはもちろん、大きな大きなものだと思うん
だけれど。コミュニケーション、友達とのコ
ミュニケーション、もちろん私とのコミュニ
ケーション、お母さんとのコミュニケーショ
ン、大事な大事なことだとは思うんですけど
も、やっぱりその根っこの部分というんでしょ
うか。人間形成、子どもたちの一番の根っこの、
嬉しい、楽しい、悲しい、切ない、あと苦しい。
いっぱいありますよね。感情。その感情を受
け取ったり、感じたりするのは、あの子たち
で。その経験値から言葉になるというか。経
験からの発する言葉っていうのの力の大切さ。
よく感じてよく経験して、自然にあふれてく
るというか、育っていくっていうか。言葉も
育っていくものなんですよね。どんどんどん
どん、幼稚園での友達関係を経て、それから
嫌なこと悪いこと経て、いいこと悪いことも
分かって、嬉しいこと楽しいことも分かって、
すこーしずつ子どもたちが覚えていくことな
のかなっていうのが、勝手に思ってるだけな
んですけど。
　どうしてもなかなか自信持てないし、安心
できないしっていう子にも中には言葉だけは
知っている（子がいるんです）。いろんな表現
方法も知ってる。でも、そこに体験が伴って
いないので、どうにもこうにも、言葉は知っ
てても、それはほんとに力としては発揮して
いけないんですよね。
　様々な体験をすることが話すことにつながる
というとらえと、さらには、そうした経験に裏
打ちされた言葉を話す子どもに育てていきたい
との意識や構えが窺えた。
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（３）言葉のもつ力
　１）言葉のもつ力の大きさ
　言葉のもつ力の大きさへの着目が４名にみら
れた。以下のような語りである。
　言葉の力って聞くと、私は、勇気をもらえ
るとか、すごく、その言葉で励ましにもなるし、
力にもなるし、勇気にもなる。
　こういう幼稚園に来てる子どもっていうの
は幼いから、経験も、体験も少ないから。そ
の分やっぱり、私たちのちょっとした言葉と
か、ニュアンスとかを、すごく吸収するか
ら。すごく影響力強いなっていう印象ありま
す。（中略）子どもの言葉の力。私も子どもか
ら言われて気付くこともあるだろうし。あと、
お友達同士の言葉のやり取りで、すごく気付
いたりすることはあるので。大人よりも、子
どもの言葉のほうの力が強いんじゃないかな。
子ども同士の会話って本当、何気なくポッと
出てくるものだから。お友達が、何々ちゃん
がこういうふうに言ってるからっていうよう
な感じで。それによってまた子どもが変わっ
ていったり、何かができるようになったりっ
ていうようなことを見たり。私が、気付かな
いところで、子どもがやり取りして、何かに
向かっていけるようになったりっていうこと
があるので。言葉はすごいなと思います。
　何か発して伝えたいこととかを、大人に話
すときの伝え方と、子どもたちに響くという
か、心で子どもたちが受け止めてくれる言語っ
ていうのは、違うんじゃないかなって、今保
育してて（思います）。日々、この言い方で私
は通じると思ってたのに、全然なんかボーッ
としてて、ああ、分かってないんだなとか。
逆に、ちょっと変えただけで、すごい理解し
てくれる子がいたりするので、言葉の力・・・
その、響く、何ていうか、力。心に響いた大
きさというか、そういうイメージが（ありま
す）。
　このように、言葉のもつ力の大きさや影響力
を、保育者としての立場から実感している様子
がうかがえた。比較的保育歴の少ない、若手の
語りにみられた内容であった。
　２）言葉だけがすべてではない
　一方で、言葉で表されることの限界について
の言及が１名の保育者にみられた。
　（障がい児の施設にずっと長くいて）療育に
あたってきて、保育園の勤務になったんです
けれど、子どもの言葉っていうのはやっぱり
その環境から育まれてきてて、で、まあ大人
も私多分そうだろうと思うんですけれど、表
出言語がそのままその人の心理を 100 パーセ
ント表すことでは絶対ないと思っています。
子どもさんたちは、あのママに叱られると「マ
マ嫌い」って言っても、嫌いなわけは絶対な
いわけですし。けんかして「もう遊ばない」っ
て言ってもまた次１時間後ぐらいには遊んで
たりとか。それは、全然うそではなくって、
あの本当の本当に 100 パーセント嫌いなのかっ
て聞かれたら、そんなことは絶対なくてママ
のことはもう大好きで、で、そういうふうな
中で子どもは多分生きている。大人も自分の
今の気持ち、複雑な心境を文字にしろとか、
文章にしろとか言われたら、どんなに言葉が
堪能な方でも多分そんなに簡単にはできない
と思っていることを前提に子どもと付き合っ
ています。
　これは、療育の分野での経験もある保育歴の
長い保育者の発言であった。保育者自身が、こ
の内容に言及する前に、自分の保育者としての
キャリアを語っていることから、保育者として
の経験のありようが、自身の「言葉の力」への
意識の形成に影響しているとの思いがあること
が示唆されるだろう。
2.「話す」ことと「聞く」ことについて
　今回の面接調査において「言葉の力」という
表現を用いたのは、領域「言葉」では、「話す」
ことだけでなく「聞く」ことも含めて、とりあ
げられているからである。「経験したことや考え
たことなどを自分なりの言葉で表現し、相手の
話す言葉を聞こうとする意欲や態度を育て、言
葉に対する感覚や言葉で表現する力を養う」10）
観点から、ねらい及び内容が示されているのが
領域「言葉」である。そのねらいは幼稚園教
育要領 11）では、以下の３つがあげられている。
「（１）自分の気持ちを言葉で表現する楽しさを
味わう。（２）人の言葉や話などをよく聞き，
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言葉の力の育ちに関する保育者の意識について
自分の経験したことや考えたことを話し，伝え
合う喜びを味わう。（３）日常生活に必要な言
葉が分かるようになるとともに，絵本や物語な
どに親しみ，先生や友達と心を通わせる。」で
ある。保育所保育指針 12）においても、（３）の「先
生」の部分が「保育士等」となっている点に違
いがあるだけで、まったく同じ記載内容となっ
ている。そこで、保育者が「言葉の力」の育ち
として、「話す」ことと「聞く」ことの育ちを
どのようにとらえているかについて次にみてい
く。
　なお、面接中に保育者が「言葉の力」につい
て語る中で、自ら、子どもの聞く力について言
及がなされた場合には、その保育者の話の区切
りがついたところで、子どもが話すことと聞く
ことについて幼児期においてはどちらの育ちが
より大切ととらえているかについて確認的な質
問を行った。保育者の自然な語りで言及がなさ
れなかった場合には、面接の流れの中で質問を
行うようにした。その結果を表２に示す。
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（１）話すこと
　幼児期の言葉の力の育ちとしては、話す力の
育ちがまず大切との意識をもっている保育者の
言及は 17 名中 10 名であった。
　聞く話す。大体でいうと、まずは、自分の
ことを話す。もちろん話す。３歳。話してもらっ
て、話したことを、まずは私が、大人、教師
が受け止めて、聞いてあげて。受け止めても
らって、話聞いてもらって嬉しい。先生から
聞いてもらったら、何か楽しい。伝わったと
いう嬉しさを私と味わって。そこから今度、
だんだん友達に発信して。だから、まずは話す。
そしてそれが楽しいことで、聞くこともだん
だん、経験値の中で。（中略）順番を付けると
したら、３歳としたらやっぱり、まずは表して、
話してほしいというところですね。
　話すっていうことに関してはやっぱり、受
け手が十分、存分に、存分に聞いてくれるっ
ていうことがあると、やっぱり自分も話をし
ようかなって思いますし、その次に、話聞くっ
て楽しいとか、お話しするの楽しいっていう
ことになると、例えば先生の話を聞くってい
うところにつながっていくかなと思うんです
けれども、やっぱり受け止めてくれる誰かが
必要。話す、聞く。言葉の力っていったときに、
８割方、話すほうかなと思うんですけど。
　そうですね、やっぱり年齢が低いと、話す
ことのほうが多いと思うんです。自分が思う
ことだけをバーッて言う。でも５歳児ぐらい
になると、そのお友達の話すのに耳を傾けて、
「ああ、そうだね」って言って、「じゃあ、こ
うしようか」っていうふうに、１人のお友達
が言って聞いてくれたことによって、遊びも
発展していく。なので、やっぱり発達につれて、
聞く力も出てくることによって、また関わり
がより深くなっていく。３歳児のときは、やっ
ぱり大人、私たち（保育者）が子どもたちの
話をたくさん聞いてあげる。語彙（ごい）は
少なくって、よく伝わらない部分はあるんだ
けど、たくさんお話を聞き出してあげて、た
くさんお話をしてもらって、私たちが聞いて
あげることで、やっぱり子どもたちも安心し
てまた話したくなるんじゃないかなと思うの
で、やっぱり耳を傾けてあげることが、３歳
児さん４歳児には大事かなと。
　子どもが話し、それに保育者が十分に耳を傾
けることによって、子どもが聞いてもらって受
け止められ、通い合った嬉しさや楽しさを経験
することが大切で、その経験が基盤となって、
相手の話を聞こうとする姿勢が育っていくとの
とらえがあることが窺える。
（２）聞くこと
　「聞く」力の育ちが大切との言及が、17 名中
７名の保育者にみられた。２通りのとらえがあ
ることが明らかになった。
１）聞いて言葉を覚えていく　～言葉の環境～
　話す前に自分の耳に入れて、言葉を覚えた
りとか、こんなふうに言うんだとか思うと思
うので、聞くほうがやっぱり先にくるのかなっ
ていうイメージはあります。うまく聞ける子
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ほど、自分の思いを伝えられるかなっていう
ふうに感じます。
　幼稚園（は）、集団なので、最初はやっぱり
先生の言葉に耳を傾ける、先生の声って何か
温かいなとか、先生って自分のことも聞いて
くれるし、面白い話もしてくれるなっていう
ところから入って、友達の笑い声が聞こえて
何だろうみたいに、興味を寄せ始めるところ
から、だんだん・・・。（中略）日々生活して
る中で、子どもって自分の必要な言葉を受け
取りながら、（生活）してるかなーって思い。
あまり、否定的な言葉じゃなくって、肯定的
なっていうか、心地よい言葉の環境になるよ
うに、日々、気を付けて（います）。
　子どもが言葉を話すようになるにあたって
は、子どもにとって大切な大人からの語りかけ
や、周囲で交わされる言葉の環境の中で子ども
なりに吸収していくとの認識がある。そのため、
言葉の環境の大切さや、環境としての保育者の
言葉のありようについても併せて言及している
ところに共通性が感じられた。
２）相手の言うことを聞く（聞いてわかる、聞
き入れる）
　子どもが聞くのも、大人と子どものやりと
りでも、子ども同士のやりとりでも、話すだ
けじゃなくて、聞くとか、相手の聞き入れるっ
ていうのが（大事）。でも、それはなかなかみ
んながすぐできるっていうわけじゃないんだ
なっていうのも、すごく分かったし。聞きた
くなくて聞いてないわけじゃないというか。
どうしても話すのが好きで、なかなか黙って
というか、最後まで聞くのが難しいというか、
そういうお子さんももちろん居るんだけど、
ちょっとでも相手の思いを聞く、話すってい
うことで、遊びとかも楽しくなるし、その子
にとってもいいことが、学校に上がるにして
も、大事なことだとすごい思います。
　言葉の力っていうと、やっぱり、聞く力
というか。子どもでも多分、そうだと思い
ま す。 そ れ が メ イ ン。 目 と 目 を 合 わ せ て
ち ゃ ん と 話 を 聞 け る こ と が 大 事 だ っ て い
う こ と だ と 思 い ま す。 話 す と き も も ち ろ
んそうだと思いますけど。やっぱり聞く。
　３歳は、やっぱり聞く力。聞く力で、けん
かとか何かトラブルになったときに、聞く力
がなければ解決のしようがないから。で、聞
く力と言葉っていうのは経験と知識と気持ち
が備わって育っていく。多く子どもたちに、
そういう場を提供してやるっていうか。そし
て、だんだんだんだんそれで言葉が分かって
くる。だから、どっちにしても３歳から５歳
は聞く力だよね。
　これらの保育者には、３～５歳の幼児期にお
いては、話すことはできるので、「伝えあう」「話
し合う」という双方向性を育てていくには、相
手の話を聞こうとする力の育ちが必要であると
感じていることが窺えた。
IV．総合考察
1．保育者のとらえる「言葉の力」について　
　今回の面接調査から、保育者の多くは幼児期
の子どもの言葉の力を、コミュニケーションの
側面からとらえていることが明らかになった。
これは、３～５歳児期が言葉でのコミュニケー
ションがとれるようになっていく育ちの著しい
時期であること、その育ちを引き出し、支えて
いきたいとの保育者としての構えによるもので
はないかと考えられた。
　保育者が「コミュニケーション」という表
現を用いるとき、そこには“伝え合い、通い合
う”という姿を思い描いていることが感じられ
た。その“伝え合い、通い合う”楽しさや嬉し
さを子どもたちが経験することを実現するため
に、「自分の思いを伝える」あるいは「伝えよ
う」とすることを支えていくことが大切であり、
それには先ず保育者が聞き手になることが必要
であること、また、保育者が子どもにとって伝
えようと思える相手であることが大切とのとら
えがあった。そして、実際に子どもが言葉とし
て表現していれば、それは言葉の力がついてき
ているととらえるが、同時に言葉を使って伝え
られなくても、伝えようとするその姿勢が言葉
の力につながる大切な芽生えであるとの認識が
あることが窺われた。幼稚園教育要領や保育所
保育指針で示されている各領域におけるねらい
は、「修了までに育つことが期待される生きる
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力の基礎となる心情、意欲、態度などである」 13）
（下線は筆者）とされているように、保育にお
いては、自ら“しようとする”姿勢を育ててい
くことが求められている。そうした心情、意欲、
態度を大事にしていこうとする保育者のとらえ
があったといえるだろう。
　さらにそれが、「言葉の力」で想起されるこ
とを尋ねた質問に対して「言葉以前に大切なこ
とがある」との回答がなされることとつながっ
ていると思われた。保育者によっては、子ども
にとって園が安心感・安定感を持てる場である
こと、そこでは特に保育者との温かい信頼関係
が言葉の力を育てていく基盤となるととらえて
いる。また、同時に、伝えたいと思うことが起
こること、すなわち、様々な経験ができるよう
な環境を準備し、出会えるような状況をつくっ
ていくことも保育者の援助の一部ととらえられ
ていた。
　伝えたいと思う相手に伝えたいことが伝わる
喜び、受け止めてもらえる喜びを基盤として、
言葉で伝えようとする姿勢を育て、また、実際
に言葉で伝わることで気持ちが通い合う喜びや
楽しさを味わうことで、より言葉で表現する楽
しさを育んでいこうとする、こうした保育者の
意識は、領域「言葉」のねらいと重なり合って
いることも見えてきた。領域「言葉」における
ねらいは、「（１）自分の気持ちを言葉で表現す
る楽しさを味わう。（２）人の言葉や話などを
よく聞き，自分の経験したことや考えたことを
話し，伝え合う喜びを味わう。」14）（下線は筆者）
である。また、領域「言葉」の「内容の取扱い」
であげられている留意事項「（１）言葉は、身
近な人に親しみをもって接し、自分の感情や意
志などを伝え、それに相手が応答し、その言葉
を聞くことを通して次第に獲得されていくもの
であることを考慮して、幼児が教師や他の幼児
とかかわることにより心を動かすような体験を
し、言葉を交わす喜びを味わえるようにするこ
と。」15）との記述とも重なる。今回の面接調査
で明らかになった、保育者の子どもの言葉の力
の意識、あるいはその言葉が育つ背景としての
環境への意識は、保育内容の基準を定めている
とされている、幼稚園教育要領及び保育所保育
指針で目指されている方向性と、かなり重なり
合っていることが明らかとなったと言える。
2.「話す」と「聞く」について
　面接した保育者 17 名中 10 名は、幼児期の言
葉の力の育ちとしては、話す力の育ちがまずは
大切との意識をもっていた。子どもが表したり
話したりしたことを十分に聞いてもらい、受け
止められ通い合う嬉しさや楽しさを経験するこ
とが基盤となって、相手の話を聞こうとする姿
勢が育っていくとの意識があることが窺えた。
　「聞く」力の育ちが大切とのとらえには、２
通りのとらえがあることが明らかになった。一
つは、子どもが言葉を話すようになるにあたっ
ては、子どもにとって大切な大人からの語りか
けや周囲で交わされる言葉の環境の中で、子ど
もなりに聞いて言葉を覚えていくとの認識であ
る。そのため、言葉の環境の大切さや、環境と
しての保育者の言葉のありようについても併せ
て言及されている点に共通性がみられた。もう
一つのとらえとしては、３～５歳の幼児期にお
いては、“言葉のやりとり”といった双方向性
の育ちがなされる時期であり、そのためには、
相手の話をきちんと聞く力の育ちが必要である
との意識をもつ保育者の存在もあった。
　これらは、子どもが言葉の力を身につけてい
くプロセスのどこに焦点を当てているかの違い
とも考えられた。いずれも、子どもの言葉の力
の育ちにおいては必要な体験であり、また援助
となってくるといえるだろう。幼稚園教育要領
や保育所保育指針の解説書においても、この双
方の面についての記述がなされている。ただ、
こうした「聞く力」のどちらにより力点をおい
てとらえているかは、園による共通性が認めら
れる面があり、保育のありようと関連している
のではないかとも感じられた。
3.「ことばの力」について
　近年、「ことばの力育成事業」や「ことばの
力育成プログラム」といったものが、様々な自
治体の教育委員会で実施されている。これは、
平成 20 年の学習指導要領の改訂で、「ことばの
力」がすべての教育活動の基盤として位置づけ
られたことによる。
　たとえば、ある自治体の「ことばの力」育成
− 62 −
人間生活学研究　第5号　2014
プロジェクトにおいては、「小学校入学前から
小・中学校、高校までを見通し、あらゆる教育
活動の中で『ことばの力』を育成する」とされ
た取り組みがなされている。その内容のなかで、
「幼児期からことばの力を育成することが重要」
であるとされ、幼・小連携の取り組みとして、「小
学校の学習をスムーズに始めるための『聞く力』
『話す力』を身に付ける」とされている。
　「ことばの力」育成を大切なものと考え、小学
校入学前から高校までを見通すこと、また、幼
少連携をとることは大切であり、必要な取り組
みではある。しかしながら、「幼児期の教育と小
学校教育の円滑な接続の在り方について」16）の
中で示されているように、「幼児期の教育と小
学校教育では、互いの教育を理解し、見通すこ
とが必要」であるが、その際「幼児期の教育と
小学校教育は、それぞれ発達の違いを踏まえて
教育を充実させることが重要であり、一方が他
方に合わせるものではないことに留意」する必
要があるとしている。
　「ことばの力」についても、幼稚園での取り
組みが、小学校での学習をスムーズに始めるた
めの文字通りの“準備”とされてしまうことに
ならないようにしていくことが必要である。幼
児期は、幼児期にふさわしい言葉の力を幼児期
に適切な方法で十分に育むことが、結果として
小学校以降にもつながっていく、そのあり方を
考えていくことが求められている。こうした状
況を鑑みるとき、保育者が言葉の力の育ちやそ
の援助に関してどのような意識をもっているの
かをより詳しく明らかにしていくことが必要で
あり、保育者の保育歴による違いや、子どもの
年齢の違いによる発達のとらえ（発達観）等、
今後さらに検討考察すると共に、実際の保育者
のかかわりや援助のあり方についても明らかに
していくこと必要だと考えている。
　また、園内での保育者に共通性のある発言が
みられたところもあり、その園で目指している
保育の在りようや、園内での話し合いの状況等
との関連性があるのではないかと示唆された。
その点について明らかにしていくことも今後の
課題としたい。
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